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フリーウォール

箱型擁壁工法

1. フレキシブルな構造であるため、地震時の土圧に対して壁体が微小に挙動する
ことで発生する応力を減少させ、擁壁のひび割れや崩壊を防止します。また、
地盤反力が比較的小さく、基礎地盤、背面土の不同沈下にも追従性を発揮して、
擁壁全体の安定性を保持します。

2. 単粒度砕石の層は極めて排水性が高く、必然的に背面土の安定性が図れます。
3. 施工現場では、鉄筋、コンクリート、型枠などの特殊作業をほとんど使用しな
いため、施工計画が立て易く、又、養生期間が不要なため大幅な工期短縮によっ
て経済性の向上が図れます。

4. 勾配設定の自由度が高く、コーナー部・曲線部の施工が容易です。
5. 壁体内部の中詰材が単粒度砕石なので背面よりの浸透水、湧水に対する速やか
な集水・排水性が高く壁体への影響を大幅に軽減することができます。

6. 各小段を利用しての植栽、あるいは自然緑化等で生態系保全にも配慮できます。
また小段は、けもの等の通り道、斜面落雪の緩和、車両走行の視線誘導、カー
ブの視界障害の軽減といった様々な特性があります。

耐震性能・排水性能が高い多機能型擁壁

 特　長 

最新の施工事例最新の施工事例
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箱型擁壁工法

 製品寸法図 

 箱型擁壁工法の施工方法 

［Lタイプ A型］H1000× L2000×W1250  
 参考重量（標準模様）1304kg

［Lタイプ B型］H1000× L1500×W1250  
 参考重量（標準模様）1028kg

A・B型共通側面

① 基礎工
床堀した基礎底面の延長方向に、幅 4m
の基礎砕石拘束材「かごテンサー」を
30cm 以上ラップさせて敷設し、暗渠
パイプを設置してから 基礎の単粒度砕石
（S-40 以上）の敷きならしと締め固めを
厚さ20cmごとにランマー等で行います。
続いてかごテンサーのラップ長を確保し、
単粒度砕石をふとん状に巻き込み拘束し
ます。

［Lタイプ Ah型］H500× L2000×W1250  
 参考重量（標準模様）784kg

［Lタイプ Bh型］H500× L1500×W1250  
 参考重量（標準模様）612kg

ネオドレーンSC150D
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箱型擁壁工法

② 据付工　最下段箱体の据付
最下段箱体の据付は、締め固めた基
礎の単粒度砕石上に、丁張り水糸を
基準として通りと高さおよび水準器
を用いて、 水平と縦断を調節しなが
ら、所定のトラッククレーンまたは
吊り上げ重機を用いて据付します。

③ 中詰・裏込材の締め固め
最下段箱体の据付後、直ちに中詰・裏込材を厚さ25cmごとに入れ、ランマー等で十分に締
め固めを行います。
盛土の場合においては、盛土の転圧も十分に行います。（背面土も上位段の基礎部となります。）

⑤ 端部処理について
端部の砕石の流出を防止するために端部止めを行います。
端部止めは、製品を反転使用することにより、 現場打ち等の端
部止めコンクリート打設の必要がありません。

④ 据付工　2段目以降箱体の据付　2段目以降箱体の据付
最下段が完了したら、次の段の小段巾を設計図で確認し、丁張り水糸を基準として通りと高さ
および水準器を用いて、 水平と縦断を調節しながら、箱体を延長方向に据え付け、中詰材およ
び裏込材の充填と締め固めを行い、 所定の段数を積み上げます。



小段幅

充填材
単粒度砕石類

単粒度砕石類
充填材

盛土水平排水材

壁高（H）×0.7程度
（その範囲に地山がある場合は地山まで敷設）

（ポリフェルト/タフネルEX-40）
多量の湧水がある場合はEX-80を使用する

部分開孔暗渠パイプ（ネオドレーンSC150D）

50
0

連結材
D16以上 L=500
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箱型擁壁工法

 標準横断図 

 箱体目地材（L 字形ネトロンシート Z31） 
地震時の充填材の流出防止策として製品の目地部にネトロンシートを必ず布設します。

擁壁を構成するのは、箱体と
単粒度砕石です。単粒度砕石
同士の噛み合わせは箱体の中
でさらに強くかみ合い、地震
時に耐震性を発揮します。

単粒度砕石を基礎材、充填材
に使用するため、背面土から
の湧水や小段部に入る雨水は
直ちに壁外に排出します。

小段部は植栽を可能にする桝
の設置ができ、CO2 削減や植
栽で周辺の環境改善を提案出
来ます。

基礎かごテンサーは、地震エネルギーの分
散効果とマットレス効果を発揮しやすい構造
として、また、地盤において多少の不等沈下
などにも抵抗を保持し、擁壁を支えます。
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	08　245-256　バイコン台付管　最終　差し替え済
	09　257-270　マンホール　最終
	10　271-316　側溝　最終
	11　317-376　道路用製品　最終　差し替え済
	12　377-408　水路　最終
	13　409-424　貯留システム　最終
	14　425-432　石材　最終
	15　433-454　付録　最終

